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� 行政

　

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
と
い
う

法
律
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
は
平
成
30
～
32
年
度
を
投
資
集
中
期

間
と
位
置
付
け
て
、
こ
の
法
律
で
市
町
村

か
ら
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
の
設
備
投

資
を
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

古
平
町
は
固
定
資
産
税
の
税
率
が
０ 

　

町
で
は
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
「
導
入

促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
６
月
12
日

に
国
の
同
意
を
得
て
支
援
体
制
を
整
え
ま

し
た
（【
図
１
】
の
①
②
）
。

　

法
律
で
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
設
備

の
固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の
税
率
を
３

年
間
０
～
1/2
の
間
で
軽
減
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
古
平
町
は
税
条
例
で

税
率
を
０
と
定
め
ま
し
た
。

 

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？ 

　

３
年
間
、
設
備
の
固
定
資
産
税(

償
却

資
産)

が
０
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の

補
助
金
を
受
け
る
優
先
順
位
が
あ
が
り
ま

す
。

 

対
象
に
な
る
中
小
企
業
と
は
？ 

　

対
象
に
な
る
の
は
資
本
金
１
億
円
以
下

で
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
２
条
第
１

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
で
す
。

　

個
人
事
業
主
や
有
限
会
社
、
株
式
会
社

の
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て

の
業
種
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
福
祉
法
人
や
漁
協
組
合
、

医
療
法
人
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

 

対
象
の
な
る
設
備
と
は
？ 

　

生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
も
の
の
指

標
（
生
産
効
率
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、
精

度
な
ど
）
が
旧
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
年
平

均
１
％
以
上
向
上
し
て
い
る
左
表
の
設
備
。

た
だ
し
、
労
働
生
産
性
の
向
上
に
必
要
な

生
産
、
販
売
活
動
等
に
直
接
用
い
ら
れ
る

も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

企業の設備投資を応援します！
町から認定を受けた
先端設備の
固定資産税(償却資産)が
３年間ゼロに

【図１】制度全体の流れ
国

( 導 入 促 進 指 針 の 策 定 )

②同意　　　　　　　 ①協議　

古平町
( 導 入 促 進 基 本 計 画 の 策 定 )

④認定　　　　　　　 ③申請

申 請 事 業 者 〈 中 小 企 業 等 〉
（ 先 端 設 備 導 入 計 画 の 作 成 ）

補助金名 補助金の概要・対象事業 補助率 採択時
の加点

補助率
アップ

導入計画
の要否

ものづくり・
サービス補助金

革新的サービス開発・試作品開
発・生産プロセス改善を行う際の
設備投資に支援

　1/2
※2/3 ○ ○ 必要

持続化補助金 商工会と経営計画を作成し、販路
開拓等を行う取組みに支援 2/3 ○ × 必要

サポイン補助金
大学・公設試験所等と連携して行
う研究開発、試作品開発及び販路
開拓等に支援

2/3 ○ × 必要

ＩＴ補助金 業務効率化や売上向上に資する簡
易的なＩＴツールの導入に支援 1/2 ○ × 不要

※固定資産税ゼロの特例を受けた中小企業等は２／３

対象となる設備

設備の種類 購入価額 発売日

機械装置 160万円以上 10年以内

測定工具や検査工具 30万円以上 ５年以内

器具備品 30万円以上 ６年以内

建物付属設備※ 60万円以上 14年以内
※償却資産として課税されるもの
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○
対
象
に
な
る
設
備
の
一
例
○

【
機
械
装
置
】

・
食
料
品
製
造
業
用
設
備

・
鉄
鋼
業
用
設
備

・
農
業
用
設
備
、
漁
業
用
設
備　

な
ど

【
測
定
工
具
や
検
査
工
具
】

・
ロ
ー
ル
、
型
枠
、
切
削
用
具　

な
ど

×
対
象
と
な
ら
な
い
設
備
の
一
例
×

・
建
物
、
構
築
物
、
漁
船
を
含
む
船
舶

・
車
両
、
運
搬
具　

な
ど

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

先
端
設
備
を
導
入
す
る
の
は
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
後
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
役
場

産
業
課
商
工
観
光
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

工
業
会
証
明
書
と
は(

Ａ)

導
入
予
定
の
設
備
が
生
産
性
向
上

に
値
す
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
、

一
定
期
間
内
に
販
売
さ
れ
た
も
の

な
の
か
を
証
明
す
る
書
類
で
す

先
端
設
備
導
入
計
画
と
は(

Ｂ)

中
小
企
業
の
現
状
と
先
端
設
備
を
導

入
後
の
目
標
を
記
し
た
書
類
で
す

確
認
書
と
は
（
Ｃ
）

先
端
設
備
導
入
計
画
の
内
容
を
確

認
し
た
書
類
で
す

認
定
書
と
は
（
Ｄ
）

中
小
企
業
の
先
端
設
備
導
入
計
画

が
古
平
町
の
導
入
促
進
基
本
計
画

に
則
っ
て
い
る
か
認
定
さ
れ
た
書

類
で
す

※
手
続
き
方
法
や
申
請
書
等
は
中
小
企
業

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
産
性
向
上
特

別
措
置
法
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
u
s
h
o
.
m
e
t
i
.
g
o
.
j
p
/

index.html

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
産
業
課
商
工
観
光
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
45
）

設備
メー
カー
等

中小
企業等

古平町
商工会

工業会等 古平町
⑦設備の導入

⑧必要書類を持ち
税務申告

①証明書発行依頼

②証明書取得

証明書

発行申請

証明書

発行

③事前確認依頼

④事前確認書発行

⑤計画申請 ⑥計画認定

■ 先端設備導入までの流れ ■

①
設
備
メ
ー
カ
ー
に
工
業
会
証
明
書
の
発
行
を
依
頼

②
設
備
メ
ー
カ
ー
か
ら
工
業
会
証
明
書(

Ａ)

を
取
得

③
先
端
設
備
導
入
計
画(

Ｂ)

の
作
成
後
、
古
平
町
商
工
会

に
計
画
の
確
認
を
依
頼

④
町
商
工
会
か
ら
確
認
書(

Ｃ)

を
取
得

⑤
古
平
町
に(

Ａ)(

Ｂ)(

Ｃ)

の
書
類
を
持
っ
て
申
請
す
る

⑥
古
平
町
か
ら
認
定
書(

Ｄ)

を
取
得

⑦
新
品
の
先
端
設
備
を
導
入

⑧
税
務
申
告
の
際
に
、
工
業
会
証
明
書
（
Ａ
）、
認
定
を
受

け
た
申
請
書
の
写
し
（
Ｂ
）、
古
平
町
の
認
定
書
（
Ｄ
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
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� 議会

　

６
月
26
日
に
開
会
し
た
第
２
回
定
例
会

で
町
長
が
「
行
政
報
告
」
を
、
教
育
長
が

「
教
育
行
政
報
告
」
を
行
い
ま
し
た
。

●
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
の
建
設

　

役
場
庁
舎
と
文
化
会
館
の
建
設
は
、
図

書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
、
役
場
庁
舎
の
機
能
を
持
ち
、

道
内
初
の
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表

示
制
度
の
認
証
を
受
け
た
施
設
を
複
合
的

に
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
今
年
度
基
本
設

計
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
実
施
設
計
、

平
成
32
、
33
年
度
で
本
工
事
を
行
い
、
平

成
34
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

●
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
の
実
施

　

現
在
の
役
場
庁
舎
と
文
化
会
館
周
辺
の

敷
地
を
整
備
し
、
観
光
交
流
施
設(

道
の

駅)

の
整
備
や
地
域
生
活
基
盤
施
設(

ふ
る

び
ら
１
５
０
年
広
場)

の
整
備
に
つ
い
て

今
年
度
中
に
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
中
央
バ
ス
積
丹
線
の
減
便
提
案

　

中
央
バ
ス
積
丹
線
の
運
行
便
数
の
見
直

し
や
減
便
提
案
に
つ
い
て
沿
線
４
市
町
と

中
央
バ
ス
㈱
で
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
合
意
と
な
ら
ず
平
成
30
年
４
月
か
ら

の
減
便
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
央
バ
ス
㈱
か
ら
は
引
き
続
き
平
成
30

年
12
月
か
ら
の
運
行
便
数
の
見
直
し
や
減

便
提
案
が
あ
り
、
今
後
も
協
議
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
町
立
診
療
所
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

受
診
者
数
は
平
成
28
、
29
年
度
共
に
１

万
人
を
超
え
、
町
民
の
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
佐
々
木
医
師
の
赴
任
で
２
名

体
制
が
整
い
代
診
医
は
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
か
ら
開
始
し
た
短
期
入
所

療
養
介
護
事
業
は
平
成
29
年
度
に
延
べ
約

２
０
０
０
人
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
の

実
績
の
分
析
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
、

最
小
の
経
費
で
安
定
し
た
診
療
所
運
営
の

た
め
指
定
管
理
者
の
医
療
法
人
恵
尚
会
と

協
議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税

　

平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨

年
４
月
の
総
務
大
臣
通
知
に
従
い
、
今
年

の
１
月
か
ら
返
礼
割
合
を
３
割
に
見
直
し

た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
件
数
３
万
６
７

７
７
件
（
対
前
年
比
90
・
６
％
）
、
寄
付

額
４
億
４
８
９
６
万
円
（
対
前
年
比
87
・

９
％
）
と
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
４

月
に
新
た
な
贈
呈
品
を
準
備
し
て
か
ら
は

回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
古
平
町
１
５
０
年
の
節

目
の
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
通
常
の
返
礼

品
に
プ
ラ
ス
し
て
記
念
品
を
贈
呈
す
る
事

業
を
開
始
し
、
町
の
水
産
加
工
品
の
更
な

る
Ｐ
Ｒ
や
官
民
一
体
と
な
り
町
の
発
展
を

祝
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
報
告
（
抜
粋
）

●
今
年
度
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

本
定
例
会
は
、
私
が
教
育
長
に
就
任
後

初
め
て
の
定
例
会
で
す
。
今
年
度
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
考
え
方
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
は
今
ま
で
「
第
５
次
古
平

町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
私
も
こ
の
計
画
に
沿
っ
て

町
長
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
各
種
施
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
学
力
や
体
力
の

向
上
等
を
課
題
と
し
て
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
や
少
年
少
女
わ
ん

ぱ
く
王
国
な
ど
の
体
験
活
動
の
機
会
確
保

な
ど
運
動
習
慣
の
定
着
を
地
域
等
と
連
携

し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

の
い
じ
め
防
止
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組

み
の
徹
底
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ

り
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
適
切
な
対

応
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
町
民

が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
そ
の
学
習
成
果

を
地
域
で
活
か
す
「
学
び
」
と
「
学
習
」

を
循
環
さ
せ
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

４
月
17
日
に
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
で
は

７
月
末
頃
に
結
果
を
公
表
予
定
で
、
古
平

町
で
も
「
平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
関
す
る
実
施
方
針
」
に
基
づ

き
、
結
果
の
公
表
等
を
行
う
予
定
で
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

青
少
年
教
育
及
び
高
齢
者
教
育
の
一
環

と
し
て
、
今
年
度
も
「
少
年
少
女
わ
ん
ぱ

く
王
国
」「
た
け
な
わ
学
級
」
を
そ
れ
ぞ

れ
年
10
回
開
催
。
毎
週
木
曜
日
に
は
「
放

課
後
ふ
る
び
ら
塾
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
小
学
校
の
学
習
活
動
と
連
携
し
、

基
礎
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
定
例
会

�
行
政
報
告
（
抜
粋
）
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議会

第
２
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

　

６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
定
例

会
で
は
、
次
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
21
号
〉�

〈
原
案
可
決
〉

専
決
処
分
（
第
４
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
平
成
29
年
度
古
平
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〕

　

現
行
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
60
万
６
千
円

減
額
し
、
予
算
総
額
を
42
億
９
７
５
３
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は

元
気
プ
ラ
ザ
と
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
の
精
算
に
伴

う
整
理
補
正
で
す
。

〈
議
案
第
22
号
〉�

〈
原
案
可
決
〉

専
決
処
分
（
第
２
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
古
平
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は

平
成
33
年
度
分
の
個
人
町
民
税
の
給
与
所

得
控
除
や
公
的
年
金
控
除
の
引
き
下
げ
と

と
も
に
基
礎
控
除
を
同
額
引
上
げ
る
も
の

な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
23
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

専
決
処
分
（
第
３
号
）
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
〔
古
平
町
都
市
計
画
税
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
都
市
計

画
税
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
主

な
改
正
内
容
は
宅
地
等
の
減
額
制
度
を
含

め
た
負
担
調
整
措
置
を
維
持
す
る
た
め
、

措
置
期
間
を
３
年
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
24
号
〉�

〈
原
案
可
決
〉

平
成
30
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
４
５
２
９
万
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
33
億
８
５
２
９
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
中
心
拠
点
誘
導

複
合
施
設
基
本
設
計
業
務
委
託
料
の
増
額

補
正
で
す
。

〈
議
案
第
25
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
30
年
度
古
平
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
１
８
９
万
４
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
６
６
９
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
非
常
勤
事

務
補
の
賃
金
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
26
号
〉�
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
施
行
日
か

ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
先
端

設
備
等
の
導
入
促
進
基
本
計
画
に
基
づ
く

先
端
設
備
を
導
入
し
た
場
合
、
設
備
の
固

定
資
産
税
を
零
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
27
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
並
び
に
国
保
税
条
例
準
則
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
等
を

行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
28
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

古
平
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
住
所
地
特
例
者
と
な
る
被
保
険
者
の

範
囲
が
広
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
重

度
・
ひ
と
り
親
医
療
の
対
象
か
ら
他
市
町

村
の
住
所
地
特
例
者
を
対
象
外
と
す
る
も

の
で
す
。

〈
議
案
第
29
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　

古
平
町
都
市
公
園
条
例
に
都
市
公
園
法

施
行
令
第
８
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
を
１
０
０
分
の
50
と
す
る
文
言
を
加

え
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
30
号
〉�

　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
案

　

町
内
の
空
家
等
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
危
機

回
避
の
た
め
の
緊
急
安
全
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
る
旨
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
31
号
〉�

　
　

〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
で
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　

古
平
町
空
家
等
対
策
協
議
会
委
員
に
つ

い
て
日
額
５
０
０
０
円
を
報
酬
と
定
め
る

も
の
で
す
。

〈
議
案
第
32
号
〉�

　
　

〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
支
給
の
特
例
に

関
す
る
条
例
案

　

平
成
29
年
10
月
24
日
発
生
の
交
通
事
故

に
関
し
、
佐
藤
昌
紀
副
町
長
に
対
す
る
減

給
処
分
と
し
て
、
平
成
30
年
７
・
８
月
の

２
カ
月
間
、
給
料
を
10
％
減
給
す
る
も
の

で
す
。

〈
報
告
第
１
号
〉�

〈
原
案
承
認
〉

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
に
繰
越
し
た
こ

と
を
議
会
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
諮
問
第
１
号
〉�

　

〈
原
案
同
意
〉

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
田
畑
正
氏
を

法
務
大
臣
へ
推
薦
し
た
い
の
で
、
そ
の
意

見
を
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
諮
問
第
２
号
〉�

〈
原
案
同
意
〉

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
高
見
純
子
氏

を
法
務
大
臣
へ
推
薦
し
た
い
の
で
、
そ
の

意
見
を
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
選
挙
第
１
号
〉�

　

〈
原
案
承
認
〉

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て

　

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議

員
に
つ
い
て
岩
間
修
身
氏
を
推
挙
す
る
も

の
で
す
。
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� 150年記念事業

　

今
月
は
古
平
町
１
５
０
年
記
念
事
業
の

１
つ
「
ふ
る
び
ら
新
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

開
発
」
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
13
日
に
古
平
町
出
身
の
宮
本
莊
三

シ
ェ
フ
を
招
き
、
新
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

の
試
食
会
を
文
化
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

宮
本
シ
ェ
フ
は
、
手
際
よ
く
調
理
し
１

時
間
で
古
平
の
た
ら
こ
を
使
っ
た
チ
ャ
ー

ハ
ン
や
春
巻
き
、
焼
き
そ
ば
な
ど
全
11
種

類
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。
試
食
し
た
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
は
口
ぐ
ち
に

美
味
し
い
と
声
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　

古
平
町
１
５
０
年
記
念
陸
上
自
衛
隊
第

11
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
４
日(

土)

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場

　
　
　
　

14
時
00
分
開
演

　

※�

準
備
の
た
め
13
時
30
分
ま
で
開
場
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

古
平
小
学
校
体
育
館

○
料
金　

無
料

　

事
前
に
整
理
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
、
役
場
総
務
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※�

先
着
３
５
０
名
様
ま
で
。

※�

当
日
、
整
理
券
が
な
い
方
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

お
車
で
お
越
し
の
方
は
文
化
会
館
の
前

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
22
）

ふ
る
び
ら

新
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
中

宮本莊三シェフ

1968年 都内の中国料理店で修業
1977年 赤坂の旧ヒルトンホテルに入社
1984年 ヒルトン東京に入社
1988年 ヒルトン東京ベイ「王朝」の料理長に就任
2010年 中国料理離宮店主
●�ＴＶチャンピオン中国料理四天王対決三連覇。
●�専門は本格上海料理で煮込み料理やフカヒレ料理
を得意とする。シンプルな中華にも定評があり、
バラエティーが豊富です。

経歴

故
郷
に
名
前
を
出
し
て
も
ら
え
る
こ

と
は
と
て
も
嬉
し
い
し
、
あ
り
が
た

い
。
１
５
０
年
を
機
に
古
平
町
を
さ

ら
に
良
く
し
て
も
ら
い
た
い
！

８
月
４
日（
土
）

１
５
０
年
記
念
自
衛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

陸上自衛隊音楽隊とは

　陸上自衛隊の職種の１つである
『音楽科』の隊員で構成されている、
音楽演奏を主な任務とする部隊です。
　隊員のほとんどが音楽系の学校の
出身者で、各地でコンサートや定期
演奏会を行っています。
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お知らせ

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
『
現

況
届
』
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
『
所
得

状
況
届
』
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。
対
象

と
な
る
方
に
７
月
下
旬
頃
、
役
場
か
ら
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
が
高
い
と

対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
（
母
）
が
い
な
い
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
等
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課　

社
会
福
祉
係　

　

☎
42-

２
１
８
１　

　

歯
舞
群
島
、色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉

島
か
ら
な
る
北
方
四
島
は
我
が
国
固
有
の

領
土
で
す
。
し
か
し
73
年
に
わ
た
っ
て
ソ

連
・
ロ
シ
ア
に
よ
り
不
法
占
拠
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
返
還
は
日
本
国
民
の
悲
願
で
す
。

　

国
で
は
８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
」
、
２
月
７
日
を
「
北
方

領
土
の
日
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
国

民
の
一
致
し
た
力
強
い
世
論
が
必
要
で
す
。

強
調
月
間
に
併
せ
て
北
方
領
土
問
題
に
関

す
る
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

北
方
領
土
四
島
返
還
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
声
届
け

　
開
け
よ
う
扉

　
　
　
四
島
（
し
ま
）
返
還
」

　

６
月
18
日
の
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組

積
造
の
塀
を
所
有
・
管
理
さ
れ
る
方
は
次

の
事
項
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
塀
は
高
す
ぎ
な
い
か

・
塀
の
高
さ
は
地
盤
か
ら
2.2
ｍ
以
下
か

②
塀
の
厚
さ
は
十
分
か

・�

塀
の
厚
さ
は
10
㎝
以
上
か
（
塀
の
高
さ

が
２
ｍ
超
2.2
ｍ
以
下
の
場
合
は
15
㎝
以
上
）

③�

控
え
壁
は
あ
る
か
（
塀
の
高
さ
1.2
ｍ
超

の
場
合
）

・�

塀
の
長
さ
3.4
ｍ
以
下
ご
と
に
塀
の
高
さ

の
1/5
以
上
突
出
し
た
控
え
壁
が
あ
る
か

④
基
礎
が
あ
る
か

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か

⑤
塀
は
健
全
か

・
塀
に
傾
き
、
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

　

長
年
、
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
や
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
工

藤
澄
男
議
員
、
髙
野
俊
和
議
員
、
堀
清
議

員
の
３
名（
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
籍
）

が
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
会
長
よ
り

自
治
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

状
は
６
月
26
日
開
会
の
第
２
回
定
例
会
で

逢
見
輝
續
議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
へ

８
月
は
強
調
月
間

児
童
扶
養
手
当
等
を

受
け
る
た
め
に

「
現
況
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
確
認
を
!!

自
治
功
労
賞
受
賞

堀清議員 髙野俊和議員 工藤澄男議員
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� 出来事

　今年度も漁協祭が漁協生産部前で行われ、新鮮な魚
介類などを求め、早朝から第１回は約3300人、第２
回は約7300人が訪れました。
　漁協祭は古平の魚介類などをＰＲするために毎年実
施しており、今年で９年目の開催です。とれたてのホ
ッケやエビ、旬のウニなどを求め行列ができていまし
た。22日にはテレビで漁協祭のようすが放送されたた
め、24日は予想を遙かに上回る来客があり、午前中に
はほとんどのブースで売り切れとなっていました。
　北広島市から来た荒井さんは「古平のウニは、余市
までのウニよりさらに美味しいので毎年楽しみに来て
いる」と話してくれました。

　北海道電力株式会社余市ネットワークセンターの社
員13名が約１時間半かけて歌棄海岸の清掃を行いま
した。北電では６月の１カ月間を環境月間と定めて、
積丹、古平、余市の海岸を１年毎の３年サイクルで海
浜清掃を行っています。
　清掃に参加した五十嵐美貴さんは「海から打ち上げ
られたプラスチックごみが多く、世界的に環境美化に
取り組む必要があると感じた」と話してくれました。

鮮魚を焼いて楽しむようす

６ ６
10 24

平成30年度 第１回･第２回漁協祭

町内外から人が殺到

６
14

北海道電力海浜清掃

歌棄海岸をボランティア清掃

海岸清掃を行う北電の社員

　第36回目のれい明の里職親会通常総会が、れい明
会館で行われ、正会員と賛助会員あわせて27人が参
加しました。職親会とは働くことを希望する障がい者
に対し、就労の場を提供するために活動する団体です。
　笠井隆義会長が挨拶後、通常総会が行われ今年度の
事業計画案と予算案が承認されました。総会後には長
期就労者の表彰が行われ、代表して巻渕慎一さんが「社
会人の一員として責任のある行動を心がけたい」と挨
拶しました。
　最後に激励会と懇談会が行われ、12年務めた笠井
会長に代わり新会長となった吉野浩次さんが「笠井さ
んがいなければ今の職親会はなかった、今後の隆盛の
ために最善を尽くしたい」と挨拶しました。

６
21

れい明の里職親会通常総会

雇用を通じた貢献に感謝

挨拶をする吉野浩次新会長
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出来事

　北大の留学生と町民が交流する「ふるびらワールド
キャンプ」が古平家族旅行村などで６月23・24日の
２日間行われました。古平の子どもたちに外国の人や
文化と触れ合ってもらい、世界に目を向けてもらおう
と古平国際交流協会（浅野恵子会長）が毎年開催して
います。
　初日はじゃんけん勝敗によってハイタッチをするゲ
ームや参加者の中から９つの質問に当てはまる人を探
すゲーム、古平産のボタンエビなどのバーベキューを
楽しみ、２日目は文化会館でカレー作りなどを行い、
交流を深めました。初めは留学生に話しかけられて応
えていた子どもたちが、次第に自分から話しかけるな
ど、短時間で成長しているようでした。
　参加したインド出身の北大留学生バキャラクシミ
Ｓ.Ｂさんは「古平の元気な子ども達と接することが
出来てとても楽しかったです」と話してくれました。

６ ６
23 24

2018ふるびらワールドキャンプ

外国の人や文化に触れ成長

　地域の方々に学校給食を通じた取り組みを知っても
らうため、地域給食試食会が古平小学校行われました。
今回の給食では異なる学年が共に給食を食べる交流給
食が行われており、参加者は１年生と６年生と共に給
食を試食しました。
　メニューは「古平産三元豚のみそカツ丼、ふのりの
味噌汁、焼きししゃも、三食おかか和え、牛乳」で米
と豚と卵が古平産食材でした。
　試食会の初めの５分は食べることに感謝し、時間内
に食べることを目指すため無言で給食に向き合う「も
ぐもぐタイム」があり、その後参加者や子どもたちは
楽しく話をしながら給食を楽しんでいました。
　参加した上口幸恵さんは「塩加減がよくおいしく食
べられました」と話してくれました。

７
４

古平小学校第１回地域給食試食会

地域とともにおいしい給食を試食

　昨年発足した古平消防団水上バイク隊の訓練が港町
の海岸で行われ、団員ら15人が参加しました。新し
く導入されたスレッドと呼ばれる持ち手のついた大き
なビート板の取り扱いや救助方法を学び、水上バイク
隊の技術向上が図られました。
　消防署員の指導のもと、救助の際には要救助者の手
首を掴み持ち上げることや距離感を測り近づくことな
どの救助方法を確認。その後、要救助者の意識がある
場合とない場合の想定で救助訓練が行われました。
　髙野俊和団長は「ないほうがいいが、今後こういう
事故があった場合に万全の体制を整えていきたい」と
団員に呼びかけていました。

７
８

古平消防団水上バイク隊訓練

夏季シーズンに備え海上訓練

� ゲームを楽しむ参加者たち

� 給食を試食するようす

� 海上での救助訓練のようす
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� 情報

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航

空
学
生
・
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

自
衛
官
の
仕
事
内
容
や
採
用
試
験
に
関
す

る
事
務
所
説
明
会
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン

ト
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
厚
生
労
働

省
か
ら
補
助
を
受
け
行
っ
て
い
て
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
実
施
す
る
地
域
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

10
万
円

○
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

◇
お
問
合
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
日
本
遺
族
会

　

☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

８
月
15
日(

水)

午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
社
会
福
祉
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
56
）

北
海
道
の
苦
情
審
査
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審

査
す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」

制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関

わ
る
苦
情
を
「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
立

て
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
代
わ
り

「
苦
情
審
査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な

立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必

要
な
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
審
査
の
結

果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問

題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や

改
善
を
求
め
ま
す
。
個
人
情
報
の
保
護
に

も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

�

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

借
金
・
金
融
の
相
談
会

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相
談
員
が

「
借
金
の
悩
み
」「
金
融
問
題
」
を
親
身
に

な
っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解

決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

○
日
時　

８
月
１
日(

水)

10
～
12
時

○
場
所　

小
樽
地
方
合
同
庁
舎
２
階

　
　
　
　

大
会
議
室
（
小
樽
出
張
所
）

　
　
　
　

小
樽
市
港
町
５
番
２
号

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
財
務
局

　
☎
０
１
１-

８
０
７-

５
１
４
４

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業

○
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

◇
お
問
合
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１-

２
６
１-

６
１
８
６

第
38
回
共
和
か
か
し
祭『
か
か
し
』大
募
集

○
日
程　

８
月
18
・
19
日
（
土
・
日
）

○
場
所　

共
和
町
役
場
裏　

憩
い
の
広
場

○
出
展
規
定

①
部
門　

少
年
・
一
般
な
ど
全
４
部
門

②
制
作
料　

作
品
１
体
に
３
千
円
の
補
助

③�

搬
入
受
付　

８
月
17
日(

金)

９
時
か
ら

正
午（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
町
民
会
館
）

④
搬
出　

８
月
20
日(

月)

正
午
ま
で

⑤�

出
品
基
準　

ア
イ
デ
ア
・
ユ
ー
モ
ア
に

と
ん
だ
か
か
し
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

⑥
審
査　

８
月
17
日(

金)

午
後
１
時
～

⑦�

各
賞　

部
門
別
に
賞
を
決
定
し
ま
す

　
　
　
　

賞
金
は
千
円
～
５
万
円
で
す

◇
お
問
合
せ
先

　

共
和
か
か
し
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
３
５-

73-

２
０
１
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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瑞
宝
単
光
章
受
章

　

４
月
29
日
長
年
、
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
相
内
弘
さ
ん
が
日
本
国
天
皇
よ

り
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
、
６
月
18
日

に
貞
村
町
長
よ
り
授
与
賞
な
ど
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
ク
ラ
ブ
７
本
の
寄
附

　

７
月
３
日
、
あ
い
ら
ん
ど
広
場
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
受
付
台
の
下
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
ク
ラ
ブ
７
本
が
「
利
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
メ
モ
と
共
に
置
い
て
あ
る
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
大
切
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　古平町のためにと６月19日に古平奉仕
会から30万円の寄附が、７月９日に札幌
古平会から20万円の寄附がありました。

五
月
晴
れ
新
た
な
生
命
野
に
山
に
永
遠
に
つ
づ
け
や
今
世
大
事
に�

泉　
　
　
清　
三

皐
月
晴
れ
昇
る
朝
日
照
り
映
え
て
草
木
す
べ
て
生
き
生
き
と
見
ゆ�

金　
子　
寿　
子

我
が
庭
に
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花
咲
き
揃
ひ
あ
る
な
し
の
風
に
香
り
漂
う�

坂　
本　
信　
子

春
の
気
の
満
ち
る
林
に
入
り
行
け
ば
緑
の
色
に
染
め
ら
れ
る
や
う�

鈴　
木　
時　
子

連
休
に
帰
省
の
息
子
等
母
吾
れ
と
会
話
も
少
な
く
早
や
帰
り
ゆ
く�

田　
中　
香　
苗

静
内
の
二
十
間
道
路
初
め
て
の
桜
並
木
は
雨
に
か
す
め
り�

寺　
田　
カ
ツ
子

紅
茶
の
香
た
だ
よ
ふ
部
屋
に
久
々
の
友
と
語
り
て
和
む
ひ
と
時�

小
山
内　
い
お
子

古
平
町
岬
短
歌
会

万
緑
に
折
れ
る
風
あ
り
日
差
し
あ
り

浜
風
は
故
郷
の
風
夏
帽
子

�

渡　
辺　
嘉　
之

さ
み
だ
れ
や
遠
く
近
く
に
船
の
音

波
の
音
途
切
れ
と
ぎ
れ
に
ほ
と
と
ぎ
す

�

室　
谷　
弘　
子

と
ど
か
ず
に
た
わ
わ
な
る
房
さ
く
ら
ん
ぼ

さ
く
ら
ん
ぼ
食
べ
る
に
お
し
き
ま
ず
仏

�
仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

寄附をする古平奉仕会の白川浩一会長

寄附をする札幌古平会の相良孝一会長

１５０年の節目を迎えた古平町へ
古平奉仕会と札幌古平会から寄附



� 広報ふるびら 2018.8 12

� 住民紹介

　

柔
道
少
年
団
が
毎
週
火
・
金
曜
日
に
武

道
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
古
平
町
、
余
市
町
、
積
丹
町
の

小
学
校
１
年
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

11
人
が
、
９
月
の
新
人
戦
に
向
け
て
日
々

熱
心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

団
員
は
時
間
前
に
は
楽
し
そ
う
に
遊
ん

で
い
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
に
な
る
と
先

生
が
い
な
く
と
も
主
将
が
み
ん
な
に
声
を

掛
け
練
習
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、
準
備
運
動
や
ダ
ッ
シ
ュ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
後
、
受
け
身
や
組

手
な
ど
の
基
本
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
３
分
ご
と
に
相
手
を
変
え
て
行
う
乱

取
り
稽
古
で
は
先
生
も
参
加
し
、
「
腰
を

落
と
し
て
」
や
「
自
分
に
引
き
つ
け
て
技

を
か
け
る
よ
う
に
」
な
ど
１
人
１
人
丁
寧

に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
主
将
に
な
っ
た
外
崎
享
俊
く

ん
は
「
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ
ー

ダ
ー
で
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

申
込
み
や
見
学
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

事
務
局　

大
川
原
久
夫

　

☎
42-

４
０
５
１

柔
道
少
年
団

Members Introduction
団 員 紹 介

上
うえ

野
の

 雄
ゆう

太
た

（余市沢町小４年）

熊
くま

谷
がい

 大
ひろ

海
み

（美国小５年）

吉
よし

田
だ

 耕
こう

太
た

郎
ろう

（古平小６年）

五
い が ら し

十嵐 芽
め

衣
い

（古平小３年）

永
なが

坂
さか

 由
ゆう

輝
き

（美国小６年）

五
い が ら し

十嵐 天
てん

真
ま

（古平小１年）

上
うえ

野
の

 さくら
（余市西中３年）

伊
い

藤
とう

 聖
せ

梛
な

（積丹余別小３年）

外
との

崎
さき

 享
きょうしゅん

俊
（美国中１年）

吉
よし

田
だ

 淳
じゅん

之
の

介
すけ

（古平小３年）

吉
よし

田
だ

 健
けん

三
ざぶ

郎
ろう

（古平小２年）

自
身
を
高
め
新
人
戦
で
の
勝
利
を
め
ざ
せ
! !

主将
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情報

８
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科

８
月
５
日
（
日
）

　
森
内
科
胃
腸
科
医
院

�
（
☎
32-

３
４
５
５
）

８
月
11
日
（
土
）

　
よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
21-

４
５
７
０
）

８
月
12
日
（
日
）

　
小
嶋
内
科

�

（
☎
22-

２
２
４
５
）

８
月
15
日
（
水
）

　
脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
21-

５
５
６
６
）

８
月
19
日
（
日
）

　
わ
た
な
べ
内
科
医
院

�

（
☎
22-

３
９
８
９
）

８
月
26
日
（
日
）

　
北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

�

（
☎
23-

５
５
３
３
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間

　
午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目
　�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

　
７
月
か
ら
絵
本
や
文
庫
本
、
漫
画
な
ど

新
た
に
３
０
０
冊
の
本
が
増
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

利
用
案
内

■
本
を
借
り
る
と
き
■

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
受
付
し
ま
す
。

本
は
１
人
５
冊
ま
で
で
、
２
週
間
以
内
の

貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

■
本
を
返
す
と
き
■

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。
破
損
や
汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
図
書
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
本
は
北
海
道
立

図
書
館
か
ら
古
平
町
が
借
り
て
い
る
本
で

す
。

◇
お
問
合
せ
先

　
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
42-

２
３
０
０

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

図
書
ス
ペ
ー
ス
が

広
が
り
ま
し
た

本の海より ～戦争を考える～

　
８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日

で
す
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

戦
争
体
験
者
の
数
は
減
っ
て

お
り
、
当
時
の
状
況
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
も

貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
で
戦
争

が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
私

た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
は
ず
で
す
。
今
回
は
、

戦
争
を
題
材
に
し
た
小
説
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
本
か
ら
戦
争
を
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『太陽の子』
灰谷健次郎

（あらすじ）太平洋戦
争の終戦から30年
後の神戸市。小学
６年生のふうちゃん
は、両親が営む琉
球料理の店に訪れ
る沖縄出身の人たち
や沖縄戦を経験し
精神を病んでしまっ
た父親と関わるな
かで、戦争があった
頃の沖縄について知ろうと思うよう
になる…。
☆当時の沖縄の人たちがどのよう
な扱いを受けていたのかについて
触れることができます。

『銃口』（上下巻）
三浦綾子

（あらすじ）大正が
終わる頃の北海道・
旭川。小学４年生
の北森竜太は、担
任の先生の影響で
教師を志す。晴れ
て教職に就いた竜
太だったが、治安
維持法による取り
締まりや満州への
出兵などさまざま
な困難に立ち向か
うことになる。
☆戦争を取り扱いながらも、主人
公の教師を目指すまっすぐな思い
や幼馴染との恋模様なども描かれ
たさわやかに読める一冊です。

『二つの祖国』（上中下巻）
山崎豊子

（あらすじ）日系二世
である天羽賢治は、
アメリカ・ロサンゼ
ルスで日本語新聞
の記者として活躍す
る。その最中、日
米開戦となり日系
人であることを理由
に家族が強制収容
所に入れられてしま
う。賢治は、日本
人として生きるかア
メリカに忠誠を尽くすか苦渋の選
択を強いられる。
☆NHK大河ドラマ『山河燃ゆ』の
原作。著者のリサーチ力が細かに
反映された長編小説です。
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氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

三み

浦う
ら

　
　
佳よ

し
さ
ん	

85
歳	

６
・
20	

銀
　
座

大お
お

橋は
し

　
フふ

ミみ

さ
ん	

80
歳	

６
・
21	

本
　
町

三み

上か
み

　
力り

き

也や

さ
ん	

71
歳	

６
・
25	

沖
　
町

岩い
わ

山や
ま

　
淳

じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん	

86
歳	

７
・
３	

港
　
町

斉さ
い

藤と
う

　
　
一

は
じ
め

さ
ん	

85
歳	

７
・
３	

浜
　
五

林は
や
し　

　
俊と

し

子こ

さ
ん	

85
歳	

７
・
４	

本
　
陣

笠か
さ

井い

　
敏と

し

雄お

さ
ん	

89
歳	

７
・
６	

港
　
町

打う
ち

越こ
し

　
　
榮

さ
か
え

さ
ん	

85
歳	

７
・
10	

泥
の
木

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,100人　�（－８）

　男	 1,461人　�（－７）

　女	 1,639人　�（－１）

世帯数	1,748世帯�（－７）

外国人	 38人　�（ ４ ）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 36人　�（ ４ ）

平成30年６月末日現在
住民基本台帳人口

　７月10日、幼児・児童・生徒それぞれの縦の交流を通じ、地域の関係づくりと豊
かな心の育成を図る交流清掃が古平町校外生活指導連絡協議会の主催で行われました。
清掃は幼児・児童・生徒を組み合わせた５班編成で中学２年生をリーダーとして、港
町の海岸で実施。海岸にはペットボトルやタイヤ、電化製品など様々な種類のごみが
あり、１人では持てないようなごみも班で協力して集めていました。参加した中学２
年の江刺家紗

せ

彩
な

さんは「協力したくさんのごみを取れてよかった」と話していました。

幼児・児童・生徒交流清掃

大
おお

熊
くま

 煌
こう

ちゃん
７月24日生

保護者　祐輔さん・香奈恵さん（沢江）
香奈恵さんより
ボール遊びが大好きな男の子で
す。

石
いし

塚
づか

 謙
けん

一
いち

ちゃん
７月25日生

保護者　亮太さん・伊代さん（あけぼの）
伊代さんより
食べることや寝ること、いたず
らが好きな男の子です。

渡
わた

部
なべ

 琥
こ

羽
う

ちゃん
７月29日生

保護者　勝太さん・友紀奈さん（御崎町）
友紀奈さんより
食べることが大好きな男の子で
す。

阿
あ

部
べ

 太
たい

祐
すけ

ちゃん 
７月17日生

保護者　峻一さん・志津香さん（旭町）
志津香さんより
追いかけっこと散歩が好きな笑
顔いっぱいの男の子です。

鈴
すず

木
き

 心
こ

都
と

ちゃん
７月23日生

保護者　達也さん・茜さん（鴨居木）
茜さんより
おしゃべりが好きでよく笑う元
気な女の子です。

ふるびら

元気っ子

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は７月に誕生日を
迎えた子どもです。

◎
現
金

　
　
３
０
０
，
０
０
０
円

　
古
平
奉
仕
会 

会
長

　

�

白
　
川

　
浩

　
一
（
浜

　
町
）

　
　
２
０
０
，
０
０
０
円

　
札
幌
古
平
会 

会
長

　

�

相
　
良

　
孝

　
一
（
札
幌
市
）

　
　
１
０
０
，
０
０
０
円

�

岩
　
山

　
宏

　
一
（
大
阪
府
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

12
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